
第 22回縮小社会研究会の案内 

 

時：2014年 5月 17日，13時 30分-17時、  

所：京都大学農学部総合館 W106 (地図は下記)  

 

 世界も日本も経済成長を目指しています。一方、我々は縮小を目指しています。ここで、経済成

長の何が問題なのか、何が悪いのかを明確にする必要があります。今回は、経済に視点をあてて議

論します。縮小経済学なるものを作りたいものです。 

 

講演会 （非会員の参加も歓迎します。会費：会員は無料、非会員は 500円） 

13：30-14：10 「環境経済論－南東アラスカの木材生産にまつわる生態系保全をめぐる対

立の歴史と今後の展望－」 奥田郁夫（名古屋市立大学） 

予備知識として、環境経済論で取り扱われる研究内容について、おおよそのところをご説明した

上で、その一分野である生態系保全をめぐる議論について、南東アラスカにおける木材生産を事例

としてお話をします。 

 

14：15-14：55 「フレデリック・ソディの貨幣論と縮小経済の気掛かり」 大谷正幸（金

沢美術工芸大学） 

下村治の経済成長論、フレデリック・ソディの貨幣論、デヴィッド・コロウィッツの崩壊論等を

参照しつつ、成長を前提とした金融の仕組みとエネルギー制約ゆえにモノの次元で成長し得ない現

実との齟齬について考える。 

 

15：00-15：50 「非正統派経済学で縮小社会を考える」 宇仁宏幸(京都大学) 

現代の経済理論は、正統派と非正統派とに大きく別れています。正統派は「新古典派」と呼ばれ、「市場

原理主義」と形容されることもあります。この正統派経済学は、極端に単純化した非現実的な諸仮定から理

論を組み立てているために、また制度や歴史を無視しているために、現実の経済を説明する能力がほとん

どありません。リーマンショックに始まる世界金融危機の原因は、正統派経済学に基づく金融規制緩和政

策にあることもよく知られた事実です。したがって現実と直面している実務家、政策担当者、経営学者、会

計学者、経済史研究者などは、正統派ではなく非正統派経済学に基づいて、ものを考えていることが多い

です。非正統派経済学は、制度や歴史を重視し、仮定や理論の現実性を重視する経済学です。 

 ところが、残念なことに、大部分の経済学の入門レベル教科書や一般向け経済書は、正統派経済学に基

づいて書かれています。そのために経済の専門家以外の方々には、正統派経済学の方が流布していると

いう現状があります。縮小社会研究会の会員の皆様も、おそらく非正統派経済学についてはほとんどご存

じないと思います。経済の成長にしても、経済の縮小にしても、企業や家計の行動にしても、経済政策にし

ても、正統派経済学で考えると、現実妥当性を欠くおかしな説明になってしまいます。非正統派経済学の立

場から、経済の成長と縮小はどのようにとらえられるかについて、また縮小社会において必要な経済政策

について、お話しします。 

16：00-17：00 討論  



懇親会：17時 30分-19時、 所：トスカ（京大農学部前 http://tosca-kyoto.com/）、 

会費：3000円（ただしワンドリンク、それ以上は別途徴収） 

 

参加登録は下記の自動登録よりお願いします。

http://confreg.ate-mahoroba.jp/confreg?conf_idstr=yhPVojFxXmduMNkU6ptDvVVt675 

氏名などを記入するときにパスワードの欄がありますが、これは、各自任意のものを記入し

てください。そして[登録]ボタンを押すと、登録事項が表示されますので、再度[登録]ボタン

を押してくいださい。 

 

講演会会場地図：http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/access/campus/map6r_n.htm の建物 8の西側１階。 

休日のため、建物の西南の玄関のみ、13－15時、解錠されています。 

 

〒606-8227 京都市左京区田中里ノ前 21 石川ビル 305 

一般社団法人 縮小社会研究会  

e-mail: jimukyoku@shukusho.org   HP: http://shukusho.org/ 
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